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シ ンか ポ ール蒟丼 埋 主 用上 の 上質 イし学 的絵 言寸
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1.まえがさ
土米では,上 は主承な人ムの象 萩料である。 したかって,人 ■

のこ技敷料の場合と同様に,上 木工事のま計施ェ前にその物性′す

なわう上の物理鮨'力学的誌性質},ヵりでなく,そ れゥ議性質と発見

させる原因となるイヒ学,句71■賃とt把 雄 tておく受撃がある。

そ tてノ喜口鼈n61キに上スイヒ掌と次のよクにた義 tた咤 イ上の

物理的・力学的笏性質と解明し政鯵するたの,上 の働 組友,イし挙浚

分′ふ面イし掌的性質およびる菱添力〔枚とのイこ学的儲及え 左新鬼する

科挙
'つ

より,上 賓イし拳,ょィヒ拳と物理・カタとの麦界の料牛て'ある。

さて現在′当社 )まシンか未一,レえ海芹の燿エエ奉と行/」,て いる

は兵
―
′
-2,-3)。 ベ ドックーータレジョンルー向の海岸,進 長88K■,幅

260～66θ彼と理工てるたの,背 イ資のベドック■陵:の花麟尾晨沖積えケ

上(図―|)と掘貰」し,孤 音」上とベルトコンベヤにて埋立定 に歌 して

いる。理主主貴′065万佃夕の約/3にあた5貿"万 釧Pの上,よ,わ が」

の花置痛糸″ケ上にみうになレヽ極めて寿異なllL質と右 してぃる。すな

わち,霧 肖」時|〔この″ムはリト駒|〔虚 く羅H」″のなたが激 しく′骸 ′
~友 スコールに■われると極めて碁易に軟イLし粘上的′性質と示す。

そこで′壕削土ぶ.力つ る特異的71■賞五/TNす夏 瓜と上賃た単的に鬼

明 しソ珈鎖」エスと検討する藤に指針と与之ようと tた。なあ′猜乞

友果ヽの詳細は社X的 につ,また及厨打認 に発え してし、る。

2.1プ湖腱く′初酬舅の場とが激しい。

2-1.実 験項目 “)粒度試験,121単位外積菫(4)の波」た′(つ上の機

上おょび村鞠演命広物の顧ス ,149むヽ 中の一人鉱物量の援助に。

2‐2.結 果 と考条 楓 首」時に″ア上がリト単に戻しく,新鋼」釆の摩耗が

疲 しい理由色上嘆イヒ挙,りに検討 した。その結果,秒 粒子が界 に誌 フ

てあり′最 tヌ置い石英〕サがフ量 に(±4■本の争ケ6o%菫 量)谷まネてぃた。

(|)客 に誌 った相対=と tっ 秒上て`ある。 図 -2に粒友赫じ食縦りRと /TN

す。さてを通の秒上のrt lよ約|、8%膠 て.あるか,イ夫試上のYtは 208笏

である。 このこと)よ′屁月肛子がリト孝,(塩に葬っていることさ示嗅と

ている。そこで,象 乾上塊とカナタ
.バルナムえで日の,圧 さαo3"籠

の淳片と蕉波 し′上のな芭と親祭 した。日̀ |(木 すよつ,(′秒紅チ

ばか,て なく′その向ゲキドtシ ルト・粘土か か名に誌フている。な
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類 ‐1′瘍ヮト・7tt4‐lbIキス松チ は多燿場J

与兵‐2ス アん件による機青」lの周Iて

奪填-3交 0うの埋九て現場

図-1 地 質図
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図-2上 の協 瑠静乞R





である。 この現象の原因のオ |は,こ の上|まを/」権土と

tつので尚ゲキがノ| さヽし`ことであう。才21ま,( 2 )で後ぶ

するように, この上がMと合んでぃることて'ある。Mと

活桂茨分とするベントナイ トlょ訳 抑制裁ととてスくイ史

用されてv るヽ。なお,海ノKとイえ月した場合のたが′Kt t Kの2倍 であ

るの応′聯 i(ヤの塩狙l〔よってMの 動病が柳之うれたこと|〔よる。  饗

また′供ま上は新え式聡力`ウル上′粗度とコンシステンシー試験  装
から才L上贅ル上 と外疑 れた。 なあ,図

―うの カサグランド壺性 底上  IP

にコンシス テンシーの値 とプロッ ト とた。 ま た′ そ の渭llLttK IP/Kグ)

,よに4・7て
'あ

り,5KemPtD■の分数 によれば4群 に屁 し,活 ′Lム 'よガを

り高 い。 この沙 上が, この ように活性た の高 い粘 上久,7,薩負と呈す  蘭
図も コンシステンシー試験結果

るのは,募レ|(′性のえきな粘■aM″Mと合壺ことによる。

(2)フKで よく膨油する2:|■ 膨臓隆結晶負粘上鉱物モンモリロナイト(MOntttortttOれ洗c,Mと思す)左

合を二(l)lこ前ェ tた ように,払 削土が加水によって容易に軟イこと′粘上自サ性負と示すの,ま,こ の秒上

中に約12%合 まれている粘上・ヨロイドかの磁物・イヒ学的諾杜負の特臭71tによると推祭 した。

そこて
',ま

す粘上う」勿二X線 分杵′示差表しか社,電 子政微鏡親秦′呈色反え などで`同足 ヒたとこう′

2:1型リト膨臓性綸晶久の雲■系粘上仇物 (Mica ctり凛memts,MIと思す)す なわちセッサイ ト(5erictセ)

また,`ィライト(IしLttC),および l:11■縮品負粘土鉱物カオリナイト(Kαoしtぇtte,Кα“&オ)だ けて.なく,

水 との期菊の人きな2:1型V7/腋71t結晶負粘上磁物モシ毛り3ナ イトt合 まKて いることが判明 した。

以下に, これうん土鉱物の同たた動晩と黒起する。

町もに脱銑 Lた Q型粘上のx線 回綺曲線 とその回前 L°―クに相当する銚物名とホ した。図-1には,

これう粘土抗物M,MI,Kα と同たするため,粘 上ずu守とふ痩処理 してX線彰ヽ 貯[た辞ジにとまとめて、`

3。 また,図-3の/TR差熱ハ新縮芽もさ粘上鉱物M,MI′Kにか

存在すること,あ よびKa

の結晶′≧か仏いこととホ

している。さうに,El-9

の電顕写真で
｀
は,人 た型

薄片状のMが 今うlt,ま

たKαの結晶麦が体、、と推

たされる。また脱4えtた

藉土試料とベンシシン飽

和/K碁来で`湿うせると,

たたち|(M特有のベンジ

シンフいルーが発見 tた。

次κノ粘上試料 中の不

粘 上鉱物 の合麻 比幸 左′

M:モえリロ拓卜 MI慄 0琳腱鉱物
Kα:カオリ/ト
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図-6 祐土(く2/′職 ′a型 )のX絲』者

差 3 透 ノK試鰯歌■5A128)の結果
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